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倫　理　審　査　申　請　書

令和　　年　　月　　日

　室蘭工業大学長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究責任者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　　　属
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職名・氏名　　　　　　　　　　　

室蘭工業大学ヒトを対象とした研究に関する規則第９条第１項の規定に基づき、下記の課題の研究実施計画について倫理審査を申請します。※１

記

	研究課題名
	


	研究期間
	承認後　～　令和　　年　　月　　日
	□新規・□継続※２

	実施分担者※３
	学外実施分担者の有無
	□有・□無※２

	
	所　属
	
	職名・氏名
	

	1. 
	所　属
	
	職名・氏名
	

	
	所　属
	
	職名・氏名
	

	
	所　属
	
	職名・氏名
	

	
	所　属
	
	職名・氏名
	

	研究の概要※４
	

	研究の区分
	介入※５について
□①介入を行う（該当する理由：　　　　　　　　　　　　　　）
□②介入を行わない

	
	侵襲※６について
□①軽微ではない侵襲がある
□②軽微な侵襲がある（該当する理由：　　　　　　　　　　　　　　）
□③侵襲はない（該当する理由：　　　　　　　　　　　　　　）

	ヒトを研究対象とする必然性
	

	研究活動における倫理的配慮※７
	

	添付書類
	☑同意書　　□科研費等の研究計画調書　　□アンケート調査表
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



※１　枠線の大きさは適宜変更可。
※２　□は、レ　または　■　を入れて選択すること。
※３　学生の場合、学年及び学籍番号も記入すること。
※４　目的、意義、研究方法、研究対象者など。（別添可）
※５　研究目的で、人の健康に関する様々な事象に影響を与える要因（健康の保持増進につながる行動及び医療における傷病の予防、診断又は治療のための投薬、検査等を含む。）の有無又は程度を制御する行為（通常の診療を超える医療行為であって、研究目的で実施するものを含む。）をいう。
※６　研究目的で行われる、穿刺、切開、薬物投与、放射線照射、心的外傷に触れる質問等によって、研究対象者の身体又は精神に傷害又は負担が生じることをいう。侵襲のうち、研究対象者の身体又は精神に生じる傷害又は負担が小さいものを「軽微な侵襲」という。
※７　研究対象者の人権の保護や個人情報の取扱い等、研究方法等において講じる対策や措置について説明すること。（別添可）
